
高速道路の基礎的な料金体系

高速自動車国道 150円 ＋ 24.6円/km

利用１回当りの料金
（ターミナルチャージ）

＋ 利用距離に応じた料金

○大都市近郊区間

対距離料金制 ×1.05
東日本高速道路株式会社
中日本高速道路株式会社
西日本高速道路株式会社

○大都市近郊区間
29.52円/km （1.2倍）

長距離低減
100～200km 25%割引
200km～ 30%割引

○長大トンネル（関越・恵那山・飛騨）

均一料金

○長大トンネル（関越 恵那山 飛騨）

39.36円/km （1.6倍）

○交通量僅少区間
（十勝清水 本別 足寄 湯殿山 酒田みなと）

中央道 高井戸～八王子
東京外環道 大泉JCT 三郷南 （十勝清水～本別・足寄、湯殿山～酒田みなと）

19.68円/km （0.8倍）
東京外環道 大泉JCT～三郷南
近畿道 松原JCT～吹田JCT

等

一般有料道路 区間料金

東日本高速道路株式会社
中日本高速道路株式会社

高速道路株

12.3～198.7円/km

個別路線毎の採算を加味
した料金

ターミナルチャージ無し

本四道路

本州四国連絡高速道路株
式会社

90円 ＋ 28.08円/km（陸上部）

252 72円/km（海峡部）※

対距離料金制

西日本高速道路株式会社

×1.05

利用１回当りの料金式会社 252.72円/km（海峡部）※

利用距離に応じた料金

※ 明石海峡大橋は海峡部の1.6倍

利用１回当りの料金
（ターミナルチャージ）
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首都圏の料金体系［現行定価料金（普通車）］

加須

東松山

谷田部

圏央道＜一般有料道路＞
34（円/km）×距離（km）×1.05 ※

川口

500円均一

高速自動車国道＜大都市近郊区間＞
｛150（円）＋29.52（円/km）×距離（km）｝×1.05

圏央道＜一般有料道路＞
40（円/km）×距離（km）×1.05

400円均一

※

川口

大泉

中央 松尾横芝

700円均一

東京

中央 松尾横芝八王子 600円均一

千葉東J高尾山
八王子Ｊ

木更津Ｊ
海老名Ｊ

600円均一厚木
200円均一

木更津Ｊ
戸塚

：料率24.6円/kmより高い

：料率24.6円/km以下

：均一料金区間
高速自動車国道＜通常区間＞

｛150（円）＋24.6（円/km）×距離（km）｝×1.05

料率 6円/ より高い

：首都高速道路（東京線）
：首都高速道路（神奈川線、埼玉線）
：検討中区間

注）破線は整備中区間
※ 40kmを超える利用分については、料率を高速国道と同率に逓減
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近畿圏の料金体系［現行定価料金（普通車）］

大津

450円均一

高速自動車国道＜大都市近郊区間＞
｛150（円）＋29.52（円/km）×距離（km）｝×1.05

沓掛

西宮北
450円均一

500円均一

450円均一

天理
700円均一

200円均一

400円均一

400円均一

500円均一

：均一料金区間往復800円

500円均一
500円均一

松原

岸和田和泉 ：料率24.6円/kmより高い
：料率24.6円/km以下

：阪神高速道路（阪神東線）
：阪神高速道路（阪神西線、阪神南線）
地方道路 社

均 料金区間

：阪神高速道路（京都線）

往復800円

：地方道路公社
：無料区間

注）破線は整備中区間

高速自動車国道＜通常区間＞
｛150（円）＋24.6（円/km）×距離（km）｝×1.05
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高速国道（有料）の償還期間の経緯

料金改定時期 S47.10 S50.4 S54.8 S57.6 S60.10 H1.6 H7.4 H11.4 H13.12 H17.10

主な改定理由
プール制

導入

・新規施行命令区間追加

・建設費等の上昇

・諸物価

の高騰

・交通需要

・新規施行命令区間追加

・建設費等の上昇

特殊法人等

整理合理化

計画

民営化

の低迷
計画

対象延長 3 895k 4 816k 5 415k 5 415k 5 777k 6 410k 7 887k 9 006k 9 342k 9 342km対象延長 3,895km 4,816km 5,415km 5,415km 5,777km 6,410km 7,887km 9,006km 9,342km 9,342km

普通車料金水準
（ターミナルチャージ） 8.0円/km

13.0円/km

（100円）

16.6円/km

（100円）

19.6円/km

（100円）

21.7円/km

（100円）

23.0円/km

（150円）

24.6円/km

（150円）

24.6円/km
（150円）

固定

償還期間 約30年間
40年間

（H4.6～）

45年間

（H11.1～）

50年を上限

として短縮を

目指す

45年間

（H62迄）
目指す固定

固定
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高速自動車国道の供用後の経過年数
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